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2017年度春学期「インターンシップ（準備）」受講生の夏季インターンシップ参加状況に関する分析







3 年の 3 月から解禁される企業説明会等の企業の広報活動に参加して企業情報を収集し，
大学 4 年の 6 月から解禁される企業の選考活動に参加して内定を獲得するというもので
ある（図 1 参照）1 ）。近年の特徴として顕著なのが，インターンシップへの参加が学生
の就職活動の中で重要な位置を占めていることである。インターンシップは大学生 3 年
















1 ）大学院生の場合は修士 1 年生の 3 月から学部 3 年生と同様に企業説明会等に参加するのが一般的である。
2017年度春学期「インターンシップ（準備）」受講生の夏季インターンシップ参加状況に関する分析62


























































































































「RKU CAREER GUIDE BOOK 2017」p.119 より引用 
【図 1 ュール】
「RKU CAREER GUIDE BOOK 2017」p.119より引用
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の「キャリア・アクション・ビジョン・テスト（CAVT）」を採用した。図 3 は実際の CAVT
尺度である。梅﨑・田澤（2013）は具体的に尺度を作成する過程で、就職活動を終えた大
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1 ．将来のビジョンを明確にする 5 4 3 2 1
2 ．学外の様々な活動に熱心に取り組む 5 4 3 2 1
3 ．将来の夢をはっきりさせ目標を立てる 5 4 3 2 1
4 ．尊敬する人に会える場に積極的に参加する 5 4 3 2 1
5 ．将来､具体的に何をやりたいかを見つける 5 4 3 2 1
6 ．人生に役立つスキルを身につける 5 4 3 2 1
7 ．将来に備えて準備する 5 4 3 2 1
8 ．様々な人に出会い人脈を広げる 5 4 3 2 1
9 ．将来のことを調べて考える 5 4 3 2 1
10．何ごとにも積極的に取り組む 5 4 3 2 1
11．自分が本当にやりたいことを見つける 5 4 3 2 1
12．様々な視点から物事を見られる人間になる 5 4 3 2 1
梅﨑・田澤（2013）より引用し作成
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ことである。受講生には 2 年生や 4 年生も含まれていたが，夏季インターンシップの主















リア意識（T1）がα = 0.893，キャリア意識（T2）がα = 0.848であり，それぞれ十分
高い信頼性を確認できた。
所属キャンパス：新松戸キャンパス所属を 1 ，龍ケ崎キャンパス所属を 0 としたダ
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ミー変数を作成した。
成績評価：S，A，B，Cをそれぞれ 4 ， 3 ， 2 ， 1 に変換した連続変数を作成した。
また，分析には統計のフリーソフトであるHAD（清水，2016）を利用した。
4 ．分析結果
基礎統計量は表 1 ，使用した変数の相関係数の一覧は表 2 にそれぞれ示した。また，
新松戸キャンパスでは30名中24名が，龍ケ崎キャンパスでは12名中 6 名がそれぞれ1社
以上のインターンシップに参加していた。インターンシップ参加社数との有意な相関
関係が確認された変数はキャリア意識（T1: r = 0.350, T2: r = 0.358）と成績評価（r = 
0.263）であった。
表 3 はインターンシップ参加社数を従属変数とした重回帰分析である。分析の結果，
キャリア意識（β = 1.053, p < 0.01），所属キャンパス（β = 0.860, p < 0.05），成績評
価（β = 0.362, p < 0.05）のすべてにおいて従属変数との有意な正の関係が確認された。
また，分析モデルは有意確率 5 %未満で有意でもあった。これは以上のことから，仮説
1 － 1 ，仮説 1 － 2 ，仮説 1 － 3 はいずれも支持された。この結果において特徴的な点
は，キャリア意識，所属キャンパス，成績評価はお互いの影響を統制してもなおそれぞ
れが独立してインターンシップ参加社数と正の関係を持っていたことである。




変数名 平均値 標準偏差 最小値 最大値
1 ．インターンシップ参加社数 1.262 1.270 0.000 6.000
2 ．キャリア意識（T1） 3.121 0.687 1.750 4.833
3 ．キャリア意識（T2） 3.534 0.548 2.333 4.833
4 ．所属キャンパス（新松戸＝ 1） 0.714 0.457 0.000 1.000
5 ．成績評価 3.048 1.058 1.000 4.000
【表 2 ：相関係数】
1 2 3 4 5
1 ．インターンシップ参加社数 1.000
2 ．キャリア意識（T1） .350＊ 1.000
3 ．キャリア意識（T2） .358＊ .741＊＊ 1.000
4 ．所属キャンパス（新松戸＝ 1） .132 －.165 －.309＊ 1.000
5 ．成績評価 .263＋ －.008 －.003 －.122 1.000
＊＊ p ＜ .0.1，＊ p ＜ .0.5，＋ p ＜ .10
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＊＊ p ＜ .0.1，＊ p ＜ .0.5，＋ p ＜ .10
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